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犯
罪
被
害
者
の
満
足
利
益
の
刑
事
訴
訟
参
加
へ
の
影
響

及
び
刑
罰
理
論
と
の
関
係

吉

田

敏

雄

１

は
じ
め
に

犯
罪
に
よ
っ
て
被
害
を
被
っ
た
具
体
的
、
つ
ま
り
、
実
際
の
被
害
者
（
以
下
、
単
に
被
害
者
と
表
記
す
る
）
の
保
護
・
救
済
が
刑
事
法

上
の
重
要
な
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
久
し
い
。
事
実
、
二
〇
〇
〇
年
五
月
一
二
日
に
、「
犯
罪
被
害
者
等
の
保
護
を
図

る
た
め
の
刑
事
手
続
に
付
随
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
」（
平
成
一
二
年
法
律
七
五
号
。「
犯
罪
被
害
者
保
護
法
」）
と
「
刑
事
訴
訟
法
及
び

検
察
審
査
会
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
平
成
一
二
年
法
律
七
四
号
）が
成
立
し
た
。
前
者
は
、
被
害
者
や
そ
の
遺
族
、
家
族
の
優
先

傍
聴
（
第
二
条
）、
公
判
記
録
の
閲
覧
、
謄
写
（
第
三
条
第
一
項
）、
民
事
上
の
合
意
の
公
判
調
書
記
載
と
そ
の
執
行
力
の
付
与
（
第
四
条
）

を
定
め
た
。
後
者
は
、
性
犯
罪
の
告
訴
期
間
の
撤
廃（
刑
訴
法
第
二
三
五
条
第
一
項
第
一
号
）、
証
人
尋
問
の
際
の
証
人
へ
の
付
き
添
い（
同

第
一
五
七
条
の
二
）、
証
人
尋
問
の
際
の
証
人
と
被
害
者
又
は
／
及
び
傍
聴
人
と
の
間
の
遮
蔽
措
置
（
同
第
一
五
七
条
の
三
）、
ビ
デ
オ
リ

ン
ク
方
式
に
よ
る
証
人
尋
問
（
同
第
一
五
七
条
の
四
第
一
項
）、
ビ
デ
オ
リ
ン
ク
方
式
に
よ
る
証
人
尋
問
の
録
画
（
同
第
一
五
七
条
の
四
第

二
項
、
第
三
項
）、
検
察
審
査
会
へ
の
審
査
申
立
権
者
の
範
囲
の
拡
大
（
検
察
審
査
法
第
二
条
、
同
第
三
〇
条
）
を
定
め
た
。
し
か
し
、
後
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者
は
、
被
害
者
の
保
護
・
救
済
に
留
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
一
歩
進
め
て
、
公
判
手
続
に
お
け
る
被
害
者
等
に
よ
る
心
情
そ
の
他
の
意
見
の
陳

述
を
可
能
と
す
る
「
被
害
者
の
意
見
陳
述
」（
刑
訴
法
第
二
九
二
条
の
二
）
を
定
め
、
こ
れ
を
「
量
刑
上
の
一
資
料
」
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
し
た
。

二
〇
〇
四
年
一
二
月
八
日
に
は
「
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
」（
平
成
一
六
年
法
律
一
六
号
）
が
成
立
し
た
。
同
法
第
一
二
条
は
、「
国
及

び
地
方
公
共
団
体
は
、
犯
罪
等
に
よ
る
被
害
に
係
る
損
害
賠
償
の
請
求
の
適
切
か
つ
円
滑
な
実
現
を
図
る
た
め
、
犯
罪
被
害
者
等
の
行
う

損
害
賠
償
の
請
求
に
つ
い
て
の
援
助
、
当
該
損
害
賠
償
の
請
求
に
つ
い
て
そ
の
被
害
に
係
る
刑
事
に
関
す
る
手
続
と
の
有
機
的
な
連
携
を

図
る
た
め
の
制
度
の
拡
充
等
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
」、
同
法
第
一
八
条
は
、「
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
犯
罪
被
害
者
等

が
そ
の
被
害
に
係
る
刑
事
に
関
す
る
手
続
に
適
切
に
関
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
刑
事
に
関
す
る
手
続
の
進
捗
状
況
等

に
関
す
る
情
報
の
提
供
、
刑
事
に
関
す
る
手
続
へ
の
参
加
の
機
会
を
拡
充
す
る
た
め
の
制
度
の
整
備
等
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す

る
」
と
規
定
し
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
二
七
日
に
内
閣
府
犯
罪
被
害
者
等
基
本
計
画
検
討
会
と
内
閣
府
犯
罪
被
害
者
等
施
策

推
進
会
議
が
ま
と
め
た
「
犯
罪
被
害
者
等
基
本
計
画
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。「
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
」
第
一
二
条
関
係
で
は
、「
損
害

賠
償
請
求
に
関
し
刑
事
手
続
の
成
果
を
利
用
す
る
制
度
を
新
た
に
導
入
す
る
方
向
で
の
検
討
及
び
施
策
の
実
施
」
が
、
同
法
第
一
八
条
関

係
で
は
、「
犯
罪
被
害
者
等
が
刑
事
裁
判
に
直
接
関
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
の
検
討
及
び
施
策
の
実
施
」
が
挙
げ
ら
れ
た
。
後
者
は
、

被
害
者
の
刑
事
手
続
き
へ
の
適
切
な
関
与
形
態
と
し
て
の
「
直
接
関
与
」
へ
の
道
を
敷
い
た
の
で
あ
る
。

二
〇
〇
七
年
六
月
二
〇
日
に
成
立
し
た
「
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」（
平
成
一
九
年
法
律
九
五
号
。
な
お
、
本
法
律
に
よ
り
、
平
成
一
二
年
法
律
七
五
号
は
、「
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
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る
た
め
の
刑
事
手
続
に
付
随
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
」
と
改
称
さ
れ
た
）
は
、
被
害
者
特
定
事
項
の
秘
匿
（
公
判
手
続
関
係：

刑
訴
法

第
二
九
〇
条
の
二
、
第
二
九
一
条
、
第
二
九
一
条
の
二
、
第
二
九
五
条
、
第
三
〇
五
条
、
第
三
五
〇
条
の
八
。
証
拠
開
示
関
係：

第
二
九

九
条
の
三
、
第
三
一
六
条
の
二
三
）
と
刑
事
手
続
に
お
け
る
損
害
賠
償
命
令
（
犯
罪
被
害
者
保
護
法
）
の
制
度
を
新
設
し
た
ほ
か
、
既
存

の
「
被
害
者
の
意
見
陳
述
」
制
度
に
加
え
て
、
弁
論
と
し
て
の
意
見
陳
述
（
い
わ
ゆ
る
「
被
害
者
論
告
・
求
刑
」）
制
度
を
設
け
た
。
同
法

に
よ
る
と
、
故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
人
が
死
傷
し
た
罪
、
強
制
わ
い
せ
つ
及
び
強
姦
の
罪
、
業
務
上
過
失
致
死
傷
及
び
自
動
車
運
転
過

失
致
死
傷
の
罪
、
逮
捕
及
び
監
禁
の
罪
並
び
に
略
取
誘
拐
及
び
人
身
売
買
の
罪
等
に
つ
い
て
、
参
加
を
申
し
出
る
被
害
者
や
そ
の
遺
族
も

し
く
は
被
害
者
の
法
定
代
理
人
又
は
こ
れ
ら
の
者
か
ら
委
託
を
受
け
た
弁
護
士
に
「
参
加
人
」
と
し
て
の
法
的
地
位
が
付
与
さ
れ
（
刑
訴

法
第
三
一
六
条
の
三
三
第
一
項
）、
公
判
へ
の
出
席（
同
第
三
一
六
条
の
三
四
）、
検
察
官
の
権
限
行
使
に
関
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と（
同

第
三
一
六
条
の
三
五
）、
被
告
人
の
家
族
等
情
状
証
人
に
対
す
る
反
対
尋
問
（
同
第
三
一
六
条
の
三
六
。「
犯
罪
事
実
に
関
す
る
も
の
を
除

く
」）、
被
告
人
に
対
す
る
質
問
（
同
第
三
一
六
条
の
三
七
）、
検
察
官
の
論
告
・
求
刑
終
了
後
の
「
弁
論
と
し
て
の
意
見
陳
述
」（
同
第
三

一
六
条
の
三
八
。「
意
見
の
陳
述
を
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
」）
等
が
認
め
ら
れ
る
。「
被
害
者
の
意
見
陳
述
」
で
は
、
被

害
に
関
す
る
心
情
等
に
限
っ
て
意
見
陳
述
が
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
事
実
に
関
す
る
意
見
陳
述
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
て
、「
弁
論
と
し
て
の
意
見
陳
述
」で
は
、
事
実
又
は
法
律
の
適
用
に
つ
い
て
の
意
見
陳
述
が
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
証
拠
と

は
な
ら
な
い
（
同
第
三
一
六
条
の
三
八
第
四
項
）。
二
〇
〇
七
年
六
月
八
日
に
成
立
し
た
「
更
生
保
護
法
」（
平
成
一
九
年
法
律
八
八
号
）

は
、
被
害
者
等
の
関
与
に
つ
い
て
、
二
つ
の
制
度
を
導
入
し
た
。
そ
の
一
つ
は
、
地
方
更
生
保
護
委
員
会
が
、
仮
釈
放
審
理
又
は
少
年
院

退
院
審
理
を
行
う
に
当
り
、
被
害
者
等
か
ら
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
意
見
等
を
聴
取
す
る
制
度（
第
三
八
条
、
第
四
二
条
）、
も

う
一
つ
は
、
保
護
観
察
中
に
、
被
害
者
等
か
ら
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
保
護
観
察
所
が
、
そ
の
心
情
等
を
聴
取
し
て
、
保
護
観
察
対

象
者
に
伝
達
す
る
制
度
（
第
六
五
条
）
で

１
）

あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
被
害
者
は
も
は
や
「
忘
れ
ら
れ
た
人
」
で
は
な
く
、「
光
の
当
る
存
在
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
う
い
っ
た
一
連
の
立

法
の
背
景
に
は
、
犯
罪
者
の
処
遇
は
十
分
に
な
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
被
害
者
の
処
遇
が
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
同
時
に
、
一
部
の
被
害
者
団
体
の
活
動
、
こ
れ
に
共
鳴
す
る
潜
在
的
被
害
者
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
被
害
者
の
保
護
・
救
済
は

犯
罪
者
の
厳
罰
化
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
と
い
う
思
考
が
底
流
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
事
情
が
実
体
法
だ
け
で
な
く
手
続
法
の
改
定

に
繫
が
っ
た
の
で
あ
る
。
刑
事
立
法
に
お
い
て
被
害
者
の
処
遇
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
政
治
家
は
「
落
選
」
の
危
険
を
冒
す
こ
と
は

無
い
だ
ろ
う
し
、
立
案
に
関
与
し
た
刑
事
法
学
者
、
実
務
法
律
家
も
被
害
者
や
そ
の
他
の
市
民
か
ら
非
難
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
に
、
被
害
者
の
公
判
手
続
に
お
け
る
地
位
に
つ
い
て
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
刑
事
法
の
理
念

と
理
論
と
の
整
合
性
の
検
討
が
不
十
分
な
ま
ま
の
、
国
民
受
け
の
す
る
「
改
革
」
は
往
々
に
し
て
禍
根
を
残
す
も
の
で
あ
る
。
本
論
考
は
、

実
体
法
的
角
度
か
ら
被
害
者
等
の
満
足
利
益
に
焦
点
を
当
て
、
こ
れ
が
被
害
者
の
刑
事
訴
訟
参
加
に
及
ぼ
す
影
響
、
及
び
、
刑
罰
理
論
に

被
害
者
の
満
足
を
独
自
の
目
的
と
し
て
取
り
入
れ
る
必
要
性
が
あ
る
の
か
を
考
察
す
る
。

２

刑
法
と
刑
事
訴
訟
法
の
関
係

被
害
者
の
刑
事
訴
訟
参
加
を
認
め
る
根
拠
と
し
て
、
一
般
に
被
害
者
の
満
足
利
益
が
あ
げ
ら
れ
る
。
被
害
者
は
犯
罪
者
の
犯
罪
衝
動
の

客
体
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
権
利
・
利
益
を
蹂
躙
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
、
犯
罪
者
は
そ
れ
に
対
す
る
償
い
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
被
害
者
は
こ
れ
に
よ
る
満
足
を
得
る
こ
と
を
期
待
し
て
も
よ
く
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
被
害
者
の
刑
事
訴
訟
参
加
が
認

め
ら
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
は
被
害
者
の
満
足
利
益
が
有
す
る
実
体
法
上
の
意
義
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
被
害
者
の
刑
事
訴
訟
参
加
の
正
当
化
が
実
体
刑
法
に
求
め
ら
れ
る
と
き
、
こ
の
こ
と
は
、
実
体
法
の
関
心
事
が
訴
訟
法
に
反
映
さ

れ
る
と
い
う
考
慮
に
基
づ
く
か
ら
で
あ
る
。
被
告
人
の
行
為
の
犯
罪
構
成
要
件
該
当
性
・
不
法
・
有
責
が
訴
訟
の
対
象
で
あ
る
よ
う
に
、
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刑
事
訴
訟
参
加
者
の
役
割
も
究
極
的
に
は
実
体
法
に
規
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
関
係
に
つ
い
て
、
実
体
法
は
禁
止
素
材
と
そ

れ
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
の
制
裁
を
明
記
し
、
手
続
法
は
、
す
く
な
く
と
も
そ
の
任
務
の
一
つ
と
し
て
実
体
法
の
実
現
を
引
き
受
け
る
と
云

え
る
。
す
な
わ
ち
、
手
続
法
は
、
そ
の
枠
内
で
実
体
法
が
転
換
さ
れ
う
る
、
そ
し
て
、
犯
罪
が
現
実
の
生
か
ら
司
法
の
生
へ
と
転
換
す
る

手
続
き
を
明
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
で
、
訴
訟
法
は
実
体
法
の
鏡
像
で

２
）

あ
る
。
形
式
刑
法
（
刑
事
訴
訟
法
）
は
法
的
平
和
の

恢
復
を
目
的
と
す
る
実
体
刑
法
の
実
現
に
資
す
る
「
奉
仕
的
性
格
」
を
有
し
て
い
る
と
も
表
現
さ

３
）

れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
被
害
者
の
満
足

利
益
と
い
う
も
の
が
い
か
な
る
実
体
法
上
の
意
味
を
有
す
る
の
か
が
確
定
さ
れ
て
は
じ
め
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
手
続
法
に
反
映
さ
れ

る
べ
き
な
の
か
が
明
ら
か
と
な
る
。

３

被
害
者
等
の
満
足
利
益
の
関
連
点

一
般
に
、
具
体
的
被
害
者
は
犯
罪
者
に
重
い
刑
罰
が
下
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
満
足
す
る
と
い
う
こ
と
が
云
わ
れ
る
。
一
般
に
、
満
足

と
い
う
概
念
は
、
被
害
者
が
犯
罪
被
害
に
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
被
っ
た
心
の
平
静
の
乱
れ
か
ら
の

４
）

回
復
と
理
解
さ
れ
る
が
、
こ
れ
が
被
害

者
の
刑
事
訴
訟
参
加
を
正
当
化
す
る
満
足
利
益
と
捉
え
ら
れ
う
る
か
否
か
が
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
規
範
的
視
点
か

ら
に
捉
え
る
た
め
に
は
、
刑
事
判
決
か
ら
得
ら
れ
う
る
、
そ
し
て
得
ら
れ
る
べ
き
被
害
者
等
の
満
足
利
益
と
い
う
も
の
を
い
ま
少
し
仔
細

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
以
下
、
刑
事
判
決
の
い
か
な
る
効
果
が
被
害
者
の
満
足
利
益
を
も
た
ら
す
の
か
を
、
次
の
四
つ
の
関
連
点
か

ら
検
討
し
よ
う
。

⑴

行
刑

有
罪
判
決
を
言
い
渡
さ
れ
た
行
為
者
（
以
下
、
犯
罪
者
と
表
記
す
る
）
が
刑
の
執
行
（
生
命
、
自
由
、
金
銭
の
剥
奪
）
に
よ
り
苦
痛
を

7
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被
る
こ
と
、
こ
れ
を
聞
知
す
る
こ
と
で
被
害
者
が
満
足
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
う
る
こ
と
で

５
）

あ
る
。
し
か
し
、
刑
罰
の
主
要
な
機
能
が

被
害
者
利
益
の
満
足
に
縮
減
さ
れ
る
と
、
被
害
者
自
身
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
私
的
復
讐
と
の
違
い
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な

６
）

る
し
、
さ
ら
に
は
、

刑
罰
と
い
う
の
は
た
ん
に
被
害
者
の
個
人
的
利
害
に
だ
け
役
立
ち
う
る
と
い
う
も
で
は
な
く
、
常
に
公
益
、
つ
ま
り
、
一
般
の
人
々
の
利

益
に
も
関
係
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
無
視
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
国
が
刑
罰
権
を
独
占
し
、
私
的
な
実
力
行
使
を
禁
止
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
刑
罰
が
公
共
の
利
害
に
関
係
す
る
と
い
う
考
え
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
専
ら
被
害
者
の
目
的
に

合
わ
せ
た
刑
罰
は
自
己
矛
盾
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
次
の
点
も
指
摘
で
き
よ
う
。
刑
罰
の
満
足
効
果
は
現
実
に
自
由
刑
が
執
行

さ
れ
た
場
合
に
だ
け
云
え
る
こ
と
で
、
罰
金
刑
の
場
合
に
こ
の
よ
う
な
効
果
が
見
込
ま
れ
る
か
は
疑
わ
し
い
。
そ
れ
に
、
犯
罪
者
に
実
刑

判
決
で
な
く
、
執
行
猶
予
付
き
自
由
刑
が
言
い
渡
さ
れ
た
場
合
に
は
、
行
刑
に
よ
る
被
害
者
の
満
足
と
い
う
の
は
そ
も
そ
も
問
題
と
な
り

え
な
い
。
統
計
上
ご
く
一
部
の
犯
罪
者
に
し
か
実
刑
判
決
が
下
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
刑
の
執
行
に
よ
る
被
害
者
の
満
足
を
基
に
そ

の
手
続
法
的
地
位
を
思
考
す
る
こ
と
が
間
違
い
な
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
行
刑
の
目
的
は
犯
罪
者
の
（
再
）
社
会
化
に
あ
る
の
で
あ
る
の

で
あ
っ
て
、
被
害
者
に
満
足
を
与
え
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は

７
）

な
い
。

更
生
保
護
法
第
三
八
条
（
第
四
二
条
に
よ
る
準
用
）
は
、
被
収
容
者
の
仮
釈
放
、
仮
退
院
に
関
す
る
、
被
害
者
等
に
よ
る
「
意
見
及
び

被
害
に
関
す
る
心
情
」
聴
取
制
度
を
新
設
し
た
。
し
か
し
、
被
害
者
等
の
「
感
情
」
が
仮
釈
放
等
の
審
査
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
、
そ
れ

ら
の
活
用
に
消
極
的
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
更
生
保
護
委
員
会
は
、
社
会
内
処
遇
の
望
め
る
状
態
に
な
っ

た
被
収
容
者
に
仮
釈
放
等
を
許
可
す
る
に
至
っ
た
具
体
的
事
情
を
被
害
者
等
に
説
明
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
趣
旨
の
法
規
定
を
設
け
る
べ

き
な
の
で
あ
る
。
被
害
者
等
の
心
情
等
を
保
護
観
察
対
象
者
に
伝
達
す
る
制
度（
第
六
五
条
）だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。「
被
害
者
感
情
」

へ
の
対
応
策
と
し
て
は
、
施
設
内
処
遇
中
や
仮
釈
放
等
の
段
階
で
、
双
方
向
の
、
直
接
的
又
は
間
接
的
な
形
態
で
可
能
な
「
被
害
者
｜
犯

8
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罪
者
調
停
・
和
解
」
制
度
の
確
立
・
活
用
が
図
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、「
仮
釈
放
、
仮
出
場
及
び
仮
退
院
並
び
に
保
護
観
察
等
に
関

す
る
規
則
」
第
三
二
条
は
、
仮
釈
放
許
可
の
規
準
と
し
て
、「
悔
悟
の
情
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
」（
一
号
）
と
「
社
会
の
感
情
が
仮
釈
放
を

是
認
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
」（
四
号
）
を
挙
げ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
過
多
な
要
求
で
あ
る
。

⑵

刑
の
宣
告

刑
事
判
決
が
被
害
者
に
も
た
ら
す
満
足
機
能
と
し
て
は
刑
の
宣
告
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
満
足
機
能
は
、
行
刑
に
お
け
る

被
害
者
の
満
足
機
能
に
向
け
ら
れ
た
疑
問
を
回
避
で
き
る
。
被
害
者
は
、
犯
罪
者
が
、
執
行
猶
予
付
き
で
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
、
自
由

刑
、
罰
金
刑
を
科
せ
ら
れ
る
こ
と
を
聞
知
し
て
満
足
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
被
害
者
の
満
足
利
益
は
刑
が
宣
告
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
そ
れ
自
体
に

８
）

あ
る
。
刑
罰
は
重
い
ほ
ど
、
被
害
者
の
満
足
は
大
き
い
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
帰
結
と
し
て
、
被
害
者
は
公
判
に

お
い
て
刑
の
種
類
、
程
度
に
つ
い
て
の
意
見
表
明
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な

９
）

る
し
、
軽
す
ぎ
る
と
思
わ
れ
る
刑
罰
に
対
し
て
上
訴
で
き

る
と
い
う
こ
と
に
も

10
）

な
る
。
被
害
者
は
法
定
刑
の
上
限
ま
で
刑
の
宣
告
を
要
求
で
き
る
こ
と
に
も
な
る
。
し
か
し
、
被
害
者
の
満
足
を
規

範
的
に
刑
罰
の
重
さ
か
ら
導
出
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
現
代
法
治
国
に
お
い
て
は
、
国
が
被
害
者
を
代
理
し
て
そ
の
私

的
復
讐
欲
求
を
実
現
す
る
の
で
な
い
。
も
し
そ
う
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
歯
止
め
の
利
か
な
い
攻
撃
欲
求
が
公
認
さ
れ
る
こ
と
に

等
し
く
、
刑
事
法
機
関
の
残
虐
化
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な

11
）

ろ
う
。
刑
罰
は
犯
罪
者
の
責
任
に
応
じ
て
計
量
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
刑
の
宣

告
は
被
害
者
の
満
足
要
求
と
は
関
係
が
無
い
。
こ
の
点
に
つ
き
、
被
害
者
の
満
足
要
求
は
犯
罪
者
の
責
任
が
重
く
な
る
の
に
応
じ
て
増
大

す
る
と
し
て
、
こ
の
両
者
を
調
和
さ
せ
る
試
み
は
適
切
で
な
い
。
例
え
ば
、
犯
罪
者
に
構
成
要
件
的
錯
誤
が
認
め
ら
れ
る
と
き
、
過
失
犯

処
罰
規
定
の
存
在
を
前
提
と
し
て
、
当
該
犯
罪
者
に
は
せ
い
ぜ
い
過
失
犯
の
成
立
し
か
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
強
姦
罪
に
お
い
て
は
、

犯
罪
者
が
そ
の
被
害
者
の
同
意
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
た
と
き
、
過
失
強
姦
罪
の
規
定
は
存
在
し
な
い
の
で
、
そ
も
そ
も
処
罰
の
可

9
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能
性
が
無
い
。
犯
罪
者
の
行
為
が
故
意
で
あ
ろ
う
が
、
過
失
で
あ
ろ
う
が
、
被
害
者
の
視
点
か
ら
は
、
行
為
の
重
要
性
は
等
し
い
。
し
か

し
、
そ
れ
は
刑
法
の
視
点
か
ら
は
重
要
で
な
い
の
で

12
）

あ
る
。
さ
ら
に
、
処
罰
に
関
す
る
被
害
者
の
満
足
要
求
の
大
き
さ
は
、
特
に
そ
の
個

人
的
要
因
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
多
く
、
ま
っ
た
く
主
観
的
な
も
の
で
あ

13
）

っ
て
、
犯
罪
者
の
責
任
の
重
さ
と
相
互
関
連
し
て
い

る
と
は
云
え
な
い
。
被
害
者
に
よ
っ
て
は
激
怒
し
、
犯
罪
者
の
処
罰
を
望
む
者
も
い
る
が
、
肩
を
す
く
め
る
だ
け
で
、
犯
罪
者
の
処
罰
を

望
ま
な
い
者
も

14
）

い
る
。
被
害
者
の
満
足
利
益
を
考
慮
す
る
こ
と
は
刑
罰
の
公
平
性
を
損
な
う
こ
と
に
繫
が
る
。
し
た
が
っ
て
、
被
害
者
が

刑
の
宣
告
か
ら
満
足
を
得
る
と
い
う
事
実
は
、
宣
告
刑
の
重
さ
に
関
し
て
間
接
的
に
も
重
要
性
を
有
し
て
は
な
ら

15
）

な
い
。

⑶

有
罪
（
有
責
）
宣
告

有
罪
宣
告
が
被
害
者
に
も
た
ら
す
満
足
利
益
と
い
う
も
の
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
帰
結
は
、
無
罪
判
決
の
場
合
に
被
害
者
に
上
訴
権
を

認
め
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
犯
罪
成
立
要
件
を
全
部
充
足
し
た
と
の
有
罪
宣
告
、
し
た
が
っ
て
又
、
犯
罪
者
に
は
犯
罪
理
論
上
の
責
任

が
認
め
ら
れ
る
と
の
宣
告
に
よ
っ
て
被
害
者
に
満
足
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
こ
こ
に
、
法
共
同
体
の
被
害
者
と
の
刑
法
上
の
連
帯
、
つ
ま
り
、

被
害
者
に
は
犯
罪
に「
責
任
」を
負
う
な
に
も
の
も
無
い
の
だ
と
い
う
こ
と
が
象
徴
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
し
か
し
、
法
共
同
体
に
よ
っ

て
被
害
者
と
し
て
認
知
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
が
有
罪
（
有
責
）
宣
告
と
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
有
罪
（
有
責
）
宣
告
に
は
、
た

ん
に
構
成
要
件
該
当
の
違
法
な
行
為
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
以
上
の
認
定
が
必
要
で
あ
る
。
刑
法
は
不
法
の
実
現
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

を
常
に
犯
罪
者
と
の
関
連
で
評
価
し
、
有
責
か
否
か
を
判
断
す
る
の
で
あ
る
。
責
任
の
帰
属
の
判
断
規
準
は
専
ら
犯
罪
者
に
関
わ
る
も
の

で
あ
っ
て
、
被
害
者
と
は
関
係
が
な
い
。
そ
れ
は
、
被
害
者
が
受
け
た
犯
罪
と
そ
の
結
果
の
体
験
、
被
害
者
の
満
足
要
求
に
影
響
を
及
ぼ

さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
た
し
か
に
、
被
害
者
は
、
犯
罪
が
精
神
障
碍
者
の
仕
業
で
あ
っ
て
、
犯
罪
者
が
素
人
の
理

解
か
ら
し
て
も
ど
う
に
も
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
聞
知
す
る
と
き
、
被
害
者
は
犯
罪
に
対
し
て
う
ま
く
心
理
的
距
離
を
お
く
こ
と

10
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が
で
き
、
満
足
要
求
が
無
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
う
る
。
し
か
し
、
同
様
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
だ
が
、
ま
さ
に
重
い
犯
罪
で
は
、
犯

罪
者
の
責
任
の
有
無
と
は
関
係
な
く
、
被
害
者
は
犯
罪
か
ら
心
理
的
距
離
が
お
け
ず
、
心
理
的
損
傷
が
生
じ
て
お
り
、
こ
れ
を
克
服
す
る

た
め
に
は
、
現
行
法
上
は
あ
り
え
な
い
有
罪
（
有
責
）
宣
告
が
役
立
つ
と
い
う
こ
と
も
あ
り

16
）

う
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
責
任
帰
属
の
前

提
要
件
を
変
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で

17
）

あ
る
。

⑷

不
法
認
定

有
罪
（
有
責
）
宣
告
へ
の
被
害
者
の
満
足
利
益
を
規
範
的
に
は
承
認
で
き
な
い
と
し
て
も
、
不
法
認
定
に
よ
る
被
害
者
の
満
足
利
益
を

規
範
的
に
承
認
す
る
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
が
問
題
と
な
る
。
法
共
同
体
の
被
害
者
と
の
連
帯
は
、
法
共
同
体
が
被
害
者
の
被
っ
た

犯
行
を
是
認
し
な
い
こ
と
、
被
害
者
が
「
正
し
い
側
に
い
る
」
と
い
う
こ
と
、
法
益
の
損
失
を
被
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
泣
き
言
を
言
わ
ず

に
甘
受
す
る
必
要
は
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
保
証
す
る
こ
と
に
あ
る
と
す
る
と
、
被
害
者
の
身
に
、
偶
然
の
出
来
事
で
な
く
、
刑
法
上

重
要
な
不
法
が
降
り
か
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
刑
事
裁
判
で
認
定
し
て
ほ
し
い
と
い
う
被
害
者
の
切
実
な
要
求
に
は
正
当
性
が
あ
る
。「
不

法
と
不
運
を
区
別
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
不
運
に
は
誰
も
責
任
が
無
い
、
誰
も
不
運
に
対
す
る
責
任
が
無
い
。
不
法
な
行
為
は
あ
っ

て
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
不
運
に
対
し
て
も
同
じ
こ
と
を
云
う
の
は
意
味
が
無
い
。
不
法
と
不
運
の
区
別
が
重
要
な
の
は
、
私
に
苦
痛
を

与
え
た
者
の
自
由
な
行
動
範
囲
を
喚
起
す
る
か
ら
で
あ
る
。
私
の
被
っ
た
苦
痛
は
、
私
を
侵
害
す
る
他
者
の
自
由
の
せ
い
で
あ
る
。
他
者

は
し
な
い
で
済
ま
す
こ
と
が
で
き
た
。
他
者
は
そ
れ
を
し
て
は
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
、
判
決
は
こ
れ
を
不
法
と

18
）

呼
ぶ
」。
被
害
者
の

こ
の
満
足
要
求
は
犯
罪
者
に
苦
痛
を
与
え
た
い
と
い
う
復
讐
欲
求
と
は
関
係
が
な
い
し
、
犯
罪
者
の
有
責
性
と
も
関
係
が

19
）

無
い
。
被
害
者

の
中
に
も
、
犯
罪
者
の
処
罰
を
望
ん
で
い
な
い
が
、
し
か
し
、
自
分
の
身
に
「
不
法
」
が
降
り
か
か
っ
た
こ
と
だ
け
は
確
認
し
て
ほ
し
い

者
が
い
る
の
で

20
）

あ
る
。
こ
の
帰
結
と
し
て
、
犯
罪
者
が
真
犯
人
と
し
て
構
成
要
件
・
不
法
を
実
現
し
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
被
害

11
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者
が
法
的
に
真
の
被
害
者
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
判
決
主
文
中
に
記
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
被
害
者
と
し
て
の
地

位
が
判
決
理
由
中
に
「
つ
い
で
に
」
認
定
さ
れ
る
か
、
主
文
中
に
記
載
さ
れ
る
か
は
、
象
徴
的
な
面
で
被
害
者
に
大
き
な
違
い
が
生
ず
る

か
ら
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
公
判
手
続
き
を
二
分
割
す
る
べ
き
と
の
主
張
に
繫
が
る
。
従
来
、
犯
罪
者
の
必
要
事
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
公
判
手
続
き

を
事
実
認
定
手
続
き
と
量
刑
手
続
き
に
二
分
割
す
べ
き
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
犯
罪
者
の
必
要
事
と
と
も
に
被
害
者
の
満
足

利
益
に
も
焦
点
を
合
わ
せ
る
べ
き
だ
と
す
る
と
、
む
し
ろ
、
不
法
認
定
手
続
き（T

a
tin
terlo

k
u
t ＝
L
eid
in
terlo

k
u
t ＝
U
n
rech

tsin
ter-

lo
k
u
t

）
と
責
任
・
量
刑
認
定
手
続
き
に
二
分
割
す
べ
き
と
い
う
こ
と
に

21
）

な
る
。
前
者
の
手
続
き
で
は
、
構
成
要
件
該
当
性
、
違
法
性
の
問

題
が
扱
わ
れ
、
有
罪
（
有
責
）
か
否
か
の
問
題
が
扱
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
被
告
人
の
行
為
が
構
成
要
件
に
該
当
し
違
法
で
あ
る
と
い
う

認
定
は
、
同
時
に
、
被
害
者
が
被
告
人
の
行
為
に
よ
る
不
法
を
被
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
被
害
者
が
「
正
し
い
側
に
立
つ
」
と
い
う

認
定
で
も
あ
る
か
ら
、
こ
の
手
続
き
の
段
階
で
、
重
大
な
関
心
を
も
つ
被
害
者
の
「
適
切
な
」
関
与
が
考
え
ら
れ

22
）

よ
う
。

４

刑
罰
理
論
に
見
る
被
害
者
等
の
満
足
利
益

理
念
的
に
は
、
犯
罪
者
に
科
せ
ら
れ
る
刑
罰
は
被
害
者
等
の
満
足
に
直
接
仕
え
る
も
の
で
は
な
く
、
社
会
に
仕
え
る
も
の
で
あ
る
。
従

来
の
刑
罰
理
論
も
犯
罪
を
「
人
」
の
侵
害
と
し
て
で
は
な
く
、「
法
益
」
の
侵
害
と
し
て
捉
え
、
個
人
の
利
益
だ
け
で
な
く
、
社
会
、
国
の

利
益
に
も
関
わ
る
犯
罪
を
も
包
括
し
た
理
論
を
追
求
し
て
き
た
の
で
、
現
実
の
被
害
者
の
満
足
利
益
を
ま
っ
た
く
考
慮
し
て
い
な
い
よ
う

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
た
し
か
に
、
応
報
刑
論
、
贖
罪
刑
論
、
威
嚇
刑
論
に
は
妥
当
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
近
時
有
力
に
な
り

つ
つ
あ
る
積
極
的
一
般
予
防
刑
論
に
も
妥
当
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

12
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⑴

絶
対
的
刑
罰
理
論

ａ

応
報
刑
論

応
報
の
宗
教
的
淵
源
が
極
め
て
明
白
に
現
れ
て
い
る
「
同
害
報
復
（T

a
lio
n
sp
rin
zip

）」
に
よ
れ
ば
、
同
じ
こ
と
は

同
じ
こ
と
で
報
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る（
目
に
は
目
、
歯
に
は
歯
）。
す
な
わ
ち
、
本
来
、
応
報
の
対
象
は
結
果
で
あ
り
、
行
為
で
は
な
か

23
）

っ
た
。

同
害
報
復
に
哲
学
的
基
礎
づ
け
を
与
え
た
の
が
カ
ン
ト
で
あ
る
。
カ
ン
ト
は
、
犯
罪
者
が
他
人
の
自
由
を
尊
重
す
べ
し
と
の
刑
法
の
「
定

言
命
法
」
を
自
由
意
思
で
破
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
国
の
刑
罰
強
制
を
導
出
し
た
の
で
あ
る
。
応
報
刑
論
は
、
刑
罰
の
社
会
的
有
用
性

と
は
関
係
な
く
先
験
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
。
カ
ン
ト
曰
く
、「
裁
判
に
よ
る
刑
罰
は
、
犯
罪
者
自
身
に
と
っ
て
、
あ
る
い
は
市
民
社
会
に

と
っ
て
、
別
の
善
を
促
進
す
る
手
段
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
は
け
っ
し
て
あ
り
え
ず
、
つ
ね
に
も
っ
ぱ
ら
そ
の
人
が
犯
罪
を
犯
し
た
が

ゆ
え
に
そ
の
人
に
課
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
人
間
が
他
の
人
の
意
図
の
た
め
の
手
段
と
し
て
の
み
扱
わ
れ
る

こ
と
、
物
権
の
対
象
と
一
緒
に
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
市
民
的
人
格
で
あ
る
こ
と
を
剥
奪
す
る
判
決
が
下
さ
れ
て
も
、
生

得
的
人
格
で
あ
る
こ
と
が
、
そ
う
し
た
扱
い
か
ら
そ
の
人
を
守
る
か
ら
で
あ
る
。
処
罰
す
べ
し
と
い
う
認
定
が
、
犯
罪
者
自
身
あ
る
い
は

同
朋
市
民
に
そ
の
刑
罰
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
利
益
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
、
先
行
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
刑
罰
の
法
則
は
定
言

命
法
で
あ
る
。
幸
福
論
の
曲
が
り
く
ね
っ
た
道
を
這
い
回
り
、
見
込
ま
れ
る
利
益
ゆ
え
に
免
除
す
る
、
あ
る
い
は
一
段
階
だ
け
軽
減
す
る

何
ら
か
の
理
由
を
見
出
そ
う
と
す
る
人
々
、
つ
ま
り
『
全
人
民
が
滅
び
る
よ
り
一
人
の
人
が
死
ぬ
方
が
よ
い
』
と
い
う
パ
リ
サ
イ
人
の
標

語
に
従
う
人
々
に
災
い
あ
れ
。
と
い
う
の
も
、
正
義
が
滅
び
る
な
ら
、
人
間
が
地
上
に
生
き
る
こ
と
に
、
も
は
や
な
ん
の
価
値
も
な
い
か

ら
で

24
）

あ
る
」。

カ
ン
ト
と
並
ぶ
応
報
刑
論
の
双
璧
の
一
人
で
あ
る
ヘ
ー
ゲ
ル
も
、
カ
ン
ト
と
同
じ
く
、
刑
罰
を
目
的
と
の
関
係
で
相
対
的
に
基
礎
づ
け

13
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る
こ
と
に
反
対
し
た
。
し
か
し
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
カ
ン
ト
と
違
い
、「
一
つ
の
害
悪
（
刑
罰
）
を
た
ん
に
も
う
ひ
と
つ
別
の
害
悪
（
犯
罪
）

が
存
在
し
て
い
る
か
ら
と
い
う
理
由
だ
け
で
意
志
す
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
非
理
性
的
で
あ
る
と
見
な
す
こ
と
が
で

25
）

き
る
」
と
論
じ
、
刑

罰
を
次
の
よ
う
に
弁
証
法
的
に
基
礎
づ
け
る
。「（
権
利
の
）
侵
害
の
肯
定
的
、
実
定
的
な
現
存
在
は
、
た
だ
犯
罪
者
の
特
殊
的
な
意
志
と

し
て
だ
け
有
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
一
つ
の
現
存
在
す
る
意
志
と
し
て
の
こ
の
（
犯
罪
者
の
特
殊
的
な
）
意
志
を
侵
害
す
る
こ
と
は
、
そ
う
で

な
か
っ
た
ら
妥
当
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
犯
罪
行
為
を
揚
棄
す
る
こ
と
で
あ
り
、
正
な
い
し
法
を
回
復
す
る
こ
と
で

26
）

あ
る
」、「
法
は
こ
の
お
の
れ
の
否
定
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
お
の
れ
を
回
復

27
）

す
る
」。
ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
れ
ば
、
刑
罰
は
規
範
侵
害
の「
否

定
の
否
定
」で
あ
る
。
こ
れ
は
表
面
的
に
は
積
極
的
一
般
予
防
の
云
う
規
範
確
認
を
思
い
出
さ
せ
る
。
し
か
し
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
一
般
の
人
々

の
法
意
識
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
意
味
で
の
刑
罰
の
有
用
性
を
説
い
て
い
る
の
で
な
く
、
法
は
そ
の
構
想
か
ら
し
て
刑
罰
害
悪
そ
れ
自

体
に
よ
っ
て
修
復
さ
れ
る
と
説
い
て
い
る
の
で

28
）

あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
刑
罰
と
復
讐
の
違
い
を
次
の
よ
う
に
論
ず
る
。「
犯
罪
に
た
い
し
て

は
国
家
の
実
定
法
に
も
と
づ
い
て
罰
が
く
だ
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
実
行
す
る
の
は
公
権
力
の
一
機
関
た
る
法
廷
な
い
し
裁
判
官
で
す
。

裁
判
官
は
、
人
格
と
し
て
は
偶
然
の
存
在
で
す
が
、
判
決
を
く
だ
す
に
当
た
っ
て
は
一
般
的
な
法
規
範
に
し
た
が
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

が
、
復
讐
で
は
、
そ
れ
自
体
が
正
義
に
か
な
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
正
否
の
判
断
が
実
行
者
の
主
観
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
、
実
行
者
は
自
分
の

胸
中
に
あ
る
正
義
感
に
も
と
づ
い
て
相
手
の
不
正
に
復
讐
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、
オ
レ
ス
テ
ス
の
復
讐
は
正
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
か
れ

は
法
的
な
判
断
に
し
た
が
っ
て
復
讐
し
た
の
で
は
な
く
、
自
分
一
個
の
徳
性
の
声
だ
け
を
頼
り
に
復
讐
を
遂
げ
た
の

29
）

で
す
」
と
。

応
報
刑
論
で
は
、
刑
罰
は
、
形
而
上
学
的
に
理
解
さ
れ
た
正
義
の
回
復
の
た
め
に
科
せ
ら
れ
、
正
義
は
専
ら
行
為
者
の
意
思
自
由
を
前

提
と
す
る
責
任
調
整
と
関
係
す
る
の
で
あ
っ
て
、
被
害
者
の
満
足
要
求
と
は
関
係
が
な
い
。
時
に
、
応
報
刑
論
が
被
害
者
と
最
も
関
係
の

近
い
刑
罰
理
論
だ
と
云
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
被
害
者
、
親
族
の
損
害
の
大
き
さ
、
苦
痛
の
強
度
、
将
来
の
損
傷
と
い
っ
た
こ
と
が
、
応

14
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報
指
向
の
刑
法
で
は
、
刑
罰
の
警
告
、
刑
事
手
続
き
に
お
け
る
科
刑
の
重
要
な
基
準
を
与
え
る
こ
と
、
応
報
指
向
の
刑
法
は
過
去
に
目
を

向
け
、
被
害
者
の
損
傷
を
見
、
こ
の
害
悪
を
犯
罪
者
に
害
悪
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
殺
す
る
と
説
か

30
）

れ
る
。
こ
の
説
は
、
応
報
刑
理

論
が
そ
の
実
践
的
帰
結
と
し
て
一
般
の
人
々
の
応
報
欲
求
や
被
害
者
の
復
讐
欲
求
を
反
映
し
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
に
由
来
す
る
の
で
あ

ろ
う
が
、
し
か
し
、
応
報
の
理
念
は
、
被
害
者
の
法
益
、
利
益
の
侵
害
の
修
復
で
な
く
、
法
の
侵
害
の
修
復
な
の
で
あ
っ
て
、
個
別
具
体

的
被
害
者
に
満
足
を
与
え
る
こ
と
と
は
全
く
関
係
が
無
い
の
で

31
）

あ
る
。

ｂ

贖
罪
刑
論

贖
罪
は
応
報
と
か
復
讐
の
婉
曲
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
応
報
で
は
、
犯
罪
者
へ
外
側
か

ら
苦
痛
が
加
え
ら
れ
こ
と
で
正
義
が
回
復
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
独
自
の
意
味
と
し
て
の
贖
罪
で
は
、
犯
罪
者
が
自
分
自
身
及
び
社
会
と

宥
和
す
る
た
め
の
内
心
の
浄
化
が
問
題
と
な
る
。
贖
罪
に
よ
り
罪
あ
る
者
は
自
己
の
罪
か
ら
解
放
さ
れ
、
自
己
の
尊
厳
を
回
復
す
る
。
犯

罪
者
は
刑
罰
を
内
心
で
正
し
い
と
受
け
い
れ
、
内
心
の
浄
化
の
機
会
を
得
る
。
犯
罪
者
が
贖
罪
の
経
験
を
も
つ
こ
と
は
、
本
人
が
被
害
者

に
対
す
る
不
法
行
為
を
犯
し
た
と
い
う
認
識
を
有
す
る
に
い
た
っ
た
こ
と
を
徴
表
と
な
る
か
ら
、そ
れ
は
刑
罰
の
望
ま
し
い
効
果
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
来
、
贖
罪
は
犯
罪
者
の
心
の
奥
底
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
贖
罪
は
刑
罰
と
い
う
害
悪
で
外
側
か
ら
強
制
さ
れ
て
実
現
さ
れ
う

る
も
の
で
は

32
）

な
い
。

⑵

相
対
的
刑
罰
理
論

ａ

消
極
的
一
般
予
防
刑
論

一
般
予
防
に
は
消
極
的
一
般
予
防
と
積
極
的
一
般
予
防
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
人
々
に
規
範
に
誠
実
な

行
為
を
さ
せ
る
と
い
う
社
会
的
効
用
を
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
に
共
通
点
が
あ
る
。一
般
予
防
は
犯
罪
者
に
刑
罰
を
科
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
れ
以
外
の
人
々
が
犯
罪
行
為
に
出
る
こ
と
を
防
止
し
よ
う
と
す
る
。
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
よ
っ
て
理
論
的
に
展
開
さ
れ
た
刑
罰
の
威
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嚇
作
用
に
頼
る
消
極
的
一
般
予
防
の
構
想
は
潜
在
的
犯
罪
者
を
名
宛
人
と
す
る
も
の
で
、
現
に
被
害
を
被
っ
た
具
体
的
被
害
者
を
組
み
込

ん
で
い
な
い
。
潜
在
的
犯
罪
者
を
威
嚇
す
る
こ
と
で
こ
れ
ら
の
者
に
よ
る
犯
罪
行
為
を
防
止
す
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
具
体
的
被
害

者
は
再
被
害
体
験
を
せ
ず
に
す
む
と
い
う
よ
う
に
、
具
体
的
被
害
者
は
間
接
的
な
影
響
し
か
受
け
な
い
。
具
体
的
被
害
者
に
と
っ
て
い
い

こ
と
は
、
潜
在
的
被
害
者
に
も
等
し
く
有
益
で
あ
る
。
消
極
的
一
般
予
防
で
は
、
具
体
的
被
害
者
を
潜
在
的
被
害
者
全
体
か
ら
区
別
す
る

そ
の
特
別
の
事
情
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
は

33
）

無
い
。

ｂ

積
極
的
一
般
予
防
刑
論

積
極
的
一
般
予
防
は
規
範
と
結
び
つ
く
社
会
構
成
員
を
名
宛
人
と
す
る
。
犯
罪
は
規
範
が
妥
当
性
を
有

す
る
と
い
う
人
々
の
法
意
識
を
動
揺
さ
せ
る
。
規
範
が
破
ら
れ
た
後
、
社
会
は
そ
の
規
範
妥
当
性
の
意
識
に
お
い
て
回
復
化
す
る
こ
と
を

要
す
る
。
積
極
的
一
般
予
防
刑
で
は
、
刑
罰
は
法
秩
序
の
不
可
侵
性
の
回
復
と
強
化
を
目
的
と
す
る
。
犯
罪
者
は
自
己
の
犯
罪
行
為
に
よ
っ

て
、
一
般
の
人
々
の
意
思
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
法
規
範
の
不
可
侵
性
へ
の
一
般
の
人
々
の
信
頼
を
動
揺
さ
せ
た
こ
と
の
修
復
責
任
を
と
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

34
）

あ
る
。
ロ
ク
ス
ィ
ー
ン
に
よ
る
と
、
積
極
的
一
般
予
防
に
は
三
効
果
が
あ
る
。
①
学
習
理
論
効
果
、
つ
ま
り
、

人
々
が
法
誠
実
を
覚
え
こ
ま
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
べ
き
社
会
教
育
学
的
に
動
機
づ
け
ら
れ
た
学
習
効
果
、②
信
頼
効
果
、

こ
れ
は
人
々
が
法
の
貫
徹
を
認
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
効
果
で
あ
る
、
及
び
、
③
鎮
静
効
果
、
こ
れ
は
、
人
々
の
法
意
識
が
犯
罪

者
の
処
罰
に
よ
っ
て
落
ち
着
き
、
犯
罪
者
と
の
紛
争
が
処
理
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
と
き
生
ず
る
効
果
で

35
）

あ
る
。
積
極
的
一
般
予
防
刑

論
で
は
、
被
害
者
は
働
き
か
け
ら
れ
る
べ
き
一
般
の
人
々
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
形
式
的
に
は
、
被
害
者
の
満
足
利
益
は
考
慮
さ
れ

て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
実
質
的
に
見
る
と
、
積
極
的
一
般
予
防
は
、
刑
罰
理
論
の
中
で
も
、
被
害
者
を
最
も
考
慮
し
て
い

る
理
論
と
云
え
よ
う
。
刑
罰
は
、
構
成
要
件
該
当
性
、
不
法
及
び
責
任
が
認
定
さ
れ
て
は
じ
め
て
科
せ
ら
れ
う
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
、

科
刑
は
当
然
、
被
害
者
に
「
不
法
が
降
り
か
か
っ
た
」
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
直
接
の
損
害
を
被
っ
て
い
な
い
一
般
の
人
々
よ
り
も
、
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被
害
者
は
自
己
の
犯
罪
被
害
の
実
体
験
に
よ
っ
て
刑
法
規
範
信
頼
を
い
っ
そ
う
動
揺
さ
せ
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
刑
罰
は
具
体
的
被

害
者
の
規
範
へ
の
信
頼
を
再
生
さ
せ
う
る
。
す
な
わ
ち
、
一
般
の
人
々
だ
け
で
な
く
、
被
害
者
に
も
規
範
妥
当
性
が
依
然
と
し
て
有
効
で

あ
る
こ
と
、
こ
れ
か
ら
も
有
効
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で

36
）

あ
る
。

ｃ

特
別
予
防
刑
論

リ
ス
ト
の
「
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
綱
領
」
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
特
別
予
防
刑
論
に
よ
れ
ば
、
特
別
予
防
は
改
善
能

力
の
あ
る
、
改
善
を
必
要
と
す
る
犯
罪
者
の
改
善
、
改
善
を
必
要
と
し
な
い
犯
罪
者
の
威
嚇
、
改
善
能
力
の
無
い
犯
罪
者
の
無
害
化
に
よ
っ

て
実
現
さ

37
）

れ
る
。
特
別
予
防
の
対
象
者
は
犯
罪
者
で
あ
り
、
被
害
者
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
今
日
、
特
別
予
防
は
犯
罪
者
の
再
社
会
化

（
積
極
的
特
別
予
防
）、
犯
罪
者
の
威
嚇
と
社
会
の
犯
罪
者
か
ら
の
保
安
（
消
極
的
特
別
予
防
）
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
。
特
別
予
防
刑
論

は
、
そ
の
元
来
の
構
想
か
ら
す
る
と
被
害
者
を
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
今
日
、
そ
れ
は
被
害
者
の
満
足
利
益
の
た
め
の
重

要
な
つ
な
が
り
与
え
る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
威
嚇
と
保
安
は
、
当
該
犯
罪
者
に
よ
る
再
被
害
の
危
険
性
を
減
少
さ
せ
る
の
で
あ
る

か
ら
、
被
害
者
の
再
被
害
者
化
の
防
止
に
役
立
つ
。
し
か
し
、
被
害
者
の
満
足
利
益
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
再
社
会
化
が
格
別
の
意

味
を
も
つ
。
積
極
的
特
別
予
防
と
い
う
の
は
、
積
極
的
一
般
予
防
に
相
応
し
て
、
法
的
に
保
護
さ
れ
た
価
値
と
の
犯
罪
者
の
結
び
つ
き
を

強
化
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
に
は
、
犯
罪
者
の
将
来
の
法
的
誠
実
が
含
ま
れ
る
の
で

38
）

あ
る
。

５

総
括

以
上
の
考
察
か
ら
、
刑
事
法
に
お
け
る
被
害
者
の
正
当
な
満
足
利
益
は
、
刑
罰
の
効
果
、
つ
ま
り
、
行
刑
、
刑
の
宣
告
、
有
罪（
有
責
）

宣
告
が
被
害
者
に
も
た
ら
す
満
足
に
あ
る
の
で
な
く
、特
定
の
犯
罪
不
法
の
被
害
者
に
な
っ
た
と
い
う
認
定
が
下
さ
れ
る
必
要
性
に
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
限
度
で
の
被
害
者
の
刑
事
裁
判
参
加
が
認
め
ら
れ
る
余
地
が
あ
る
が
、
被
害
者
に
刑
罰
の
種
類
、
重
さ
の
提
案
権
を
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認
め
る
べ
き
刑
法
理
論
的
根
拠
は
認
め
ら
れ

39
）

な
い
。
こ
こ
に
被
害
者
の
刑
事
訴
訟
参
加
の
歯
止
め
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
も
っ

と
も
、
被
害
者
の
刑
事
裁
判
参
加
が
認
め
ら
れ
う
る
に
せ
よ
、
法
的
枠
組
み
と
し
て
は
、
構
成
要
件
該
当
性
・
不
法
認
定
の
必
要
性
の
範

囲
内
で
刑
事
裁
判
所
が
被
害
者
に
個
別
的
・
限
定
的
に
訴
訟
追
行
行
為
を
認
め
る
ほ
う
が
良
い
。
と
い
う
の
は
、
犯
罪
被
害
者
の
刑
事
裁

判
参
加
が
事
件
の
構
成
要
件
該
当
性
・
不
法
認
定
と
い
う
意
味
で
の
真
相
解
明
に
役
立
つ
こ
と
が
あ
る
と
し
て
も
、
実
体
的
真
実
を
究
明

す
る
客
観
義
務
を
負
う
検
察
官
は
被
害
者
等
と
の
綿
密
な
意
思
疎
通
を
図
っ
た
上
で
訴
訟
追
行
行
為
が
で
き
る
の
が
普
通
だ
か
ら
で
あ

る
。
被
害
者
が
行
う
情
状
証
人
へ
の
反
対
尋
問
や
被
告
人
質
問
は
、
規
範
侵
害
を
自
ら
経
験
し
た
具
体
的
法
益
の
担
い
手
で
あ
る
被
害
者

自
身
が
行
う
方
が
具
体
的
被
害
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
適
切
だ
と
い
え
る
場
合
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
で

40
）

あ
る
。
現
行
法
は
、「
被
害
者

の
意
見
陳
述
」（
刑
訴
法
第
二
九
二
条
の
二
）
と
「
弁
論
と
し
て
の
意
見
陳
述
」（
刑
訴
法
第
三
一
六
条
の
三
八
）
の
二
つ
の
制
度
に
お
い

て
、
被
害
者
に
そ
の
希
望
す
る
量
刑
意
見
の
陳
述
を
許
し
て
い
る
が
、
被
害
者
の
生
の
復
讐
感
情
が
排
除
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
流
れ
込
み

か
ね
な
い
こ
れ
ら
の
制
度
の
改
廃
を
含
め
た
、
被
害
者
の
刑
事
訴
訟
参
加
に
つ
い
て
の
制
度
設
計
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。
刑
罰
理
論

に
つ
い
て
み
れ
ば
、
被
害
者
に
限
定
付
き
の
刑
事
訴
訟
参
加
を
認
め
る
上
で
、
具
体
的
被
害
者
の
満
足
利
益
を
独
立
の
刑
罰
目
的
と
し
て

刑
罰
理
論
に
と
り
込
む
必
要
は
な
い
。
刑
罰
理
論
上
は
、
積
極
的
一
般
予
防
刑
論
、
積
極
的
特
別
予
防
刑
論
が
被
害
者
の
正
当
な
、
保
護

に
値
す
る
満
足
利
益
を
取
り
入
れ
て
い
る
と
云

41
）

え
る
。

注１
）

参
照
、
白
木
功
「『
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
』
の
概
要
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
三
八
号

（
二
〇
〇
七
）
四
八
頁
以
下
、
岩
田
研
二
郎
「
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
被
害
者
参
加
制
度
の
問
題
点
」
法
律
時
報
七
九
巻
五
号
（
二
〇
〇
七
）
八
四
頁
以
下
、
河

原
誉
子
「
更
生
保
護
法
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
等
施
策
」
更
生
保
護
平
成
一
九
年
九
月
号
二
二
頁
以
下
。

２
）

F
.
B
om
m
er
,
W
a
ru
m
 
so
llen sich V

erletzte a
m
 
S
tra
fv
erfa

h
ren b

eteilig
en d

u
rfen

?,
Z
S
tR
 
121

(2003),
172 ff.,

185.
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３
）

R
.
M
oos

,
G
ru
n
d
stru

k
tu
ren ein

er n
eu
en S

tra
fp
ro
zesso

rd
n
u
n
g
,
(in
:
V
erh

a
n
d
lu
n
g
en d

es N
eu
n
ten o

sterreich
sch

en Ju
risten

ta
g
es,

1985 II /3 A
b
t.
S
tra
frech

t),
1985,

65;
W
.
H
assem

er
,
E
in
fu
h
ru
n
g in d

ie G
ru
n
d
la
g
en d

es S
tra
frech

ts,
2.
A
u
fl.,

1990,
119.

４
）

V
g
l.
W
.
H
olz
,
Ju
stizg

ew
a
h
ra
n
sp
ru
ch d

es V
erb

rech
en
so
p
fers,

2007,
133;

F
.
B
om
m
er
,
O
ffen

siv
e V

erletzten
rech

te im
 
S
tra
f-

p
ro
zess,

2006,
286.

５
）

V
g
l.
G
.
P
.
F
letch

er
,
D
er P

la
tz d

es O
p
fers in ein

er V
erg

eltu
n
g
sth
eo
rie,

in
:
B
.
S
ch
u
n
em
an
n
,
M
.
D
.
D
u
bber

(H
rsg

.),
D
ie S

tellu
n
g

 
d
es O

p
fers im

 
S
tra
frech

tssy
stem

,
2000,

75.

６
）

V
g
l.
F
letch

er
,
(F
n
.
5),
76;

K
.
L
u
d
erssen

,
D
er o

ffen
tlich

e S
tra
fa
n
sp
ru
ch im

 
d
em
o
k
ra
tisch

en Z
eita

lter
-
V
o
n d
er S

ta
a
tsra

so
n u
b
er

 
d
a
s G

em
ein
w
o
h
l zu

m
 
O
p
fer?,

in
:
C
.
P
rittw

itz,
I.
M
an
oled

akis
(H
rsg

.),
S
tra
frech

tsp
ro
b
lem

e a
n d

er Ja
h
rta
u
sen

d
e,
2000,

63 ff.,
73.

７
）

B
om
m
er
,
(F
n
.
4),

247 f.;
d
ers
.,
(F
n
.
2),

190.

８
）

ヘ
ル
ン
レ
は
、
被
害
者
へ
の
哀
悼
の
意
と
連
帯
と
い
う
観
点
か
ら
、
害
悪
賦
科
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
説
く
が
、
特
定
の
刑
量
を
要
求
す
る
権
利
を
被
害

者
に
認
め
る
こ
と
は
し
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
被
害
者
に
量
刑
に
関
す
る
直
接
の
関
与
権
を
認
め
る
な
ら
、
そ
れ
は
個
人
的
反
作
用
の
抑
制
過
程
を
危
う
く

し
、
同
等
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
、
公
正
な
刑
事
司
法
と
衝
突
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。T

.
H
orn

le
,
D
ie R

o
lle d

es O
p
fers in d

er S
tra
fth
eo
rie

 
u
n
d im

 
m
a
teriellen S

tra
frech

t,
JZ 2006,

950 ff.,
956.

V
g
l.
G
.
Jerou

sch
ek
,
S
tra
frech

t u
n
d T

ra
u
m
a
tisieru

n
g
,
JZ 2000,

185 ff.,
193.

９
）

T
h
.
W
eigen

d
,
V
ik
tim

o
lo
g
isch

e u
n
d k

rim
in
a
lp
o
litisch

e Ü
b
erleg

u
n
g
en zu

r S
tellu

n
g d

es V
erletzten im

 
S
tra
fv
erfa

h
ren

,
Z
S
tW
 
96

(1984),
761 ff.,

789;
d
ers
.,
Z
u
r R

en
a
issa

n
ce d

es G
en
u
g
tu
u
n
g
sg
ed
a
n
k
en
s,
R
W
 
H
.
1
(2010),

39 ff.,
53 F

N
 
63,

56.

10
）

W
eigen

d
,
(F
n
.
9.
Ü
b
erleg

u
n
g
en
),
790 f.

11
）

W
.
H
assem

er
,
J.
P
h
.
R
eem

tsm
a
,
V
erb

rech
en
so
p
fer,

2002,
126 f.

V
g
l.
H
.
F
u
ch
s
,
D
ie stra

fp
ro
zessu

a
le S

tellu
n
g d

es V
erb

rech
en
s-

o
p
fers u

n
d d

ie D
u
rch

setzu
n
g sein

er E
rsa

tza
n
sp
ru
ch
e im

 
S
tra
fv
erfa

h
ren

(G
u
ta
ch
ten

),
1997,

92.

ド
イ
ツ
「
少
年
裁
判
所
法
」
の
公
訴
参

加
に
つ
い
て
、H
.
O
sten

d
orf

,
Ju
g
en
d
g
erich

tsg
esetz,

9.
A
u
fl.,

2013,
G
rd
l.
z.
d
en

79 -81 R
n 6.

12
）

B
om
m
er
,
(F
n
.
2),

174;
d
ers.,

(F
n
.
4),

250.

13
）

R
eem

tsm
a
,
(F
n
.
11),

134 F
N
.
20.

14
）

F
.
S
tren

g
,
B
ew
a
ltig

u
n
g
sstra

teg
ien d

er O
p
fer v

o
n G

ew
a
ltd
elik

ten
,
Ö
JZ 1994,

145 ff.,
148.

15
）

B
om
m
er
,
(F
n
.
2),

190 f.;
D
.
F
abriciu

s
,
D
ie S

tellu
n
g d

es N
eb
en
k
la
g
erv

ertreters,
N
S
tZ 1994,

257 ff.,
260.

16
）

V
g
l.
J.
P
h
.
R
eem

sm
a
,
D
a
s R

ech
t d
es O

p
fers a

u
f d
ie B

estra
fu
n
g d

es T
a
ters

-
a
ls P

ro
b
lem

,
1999,

27.
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17
）

B
om
m
er
,
(F
n
.
2),

191 ff.;
d
ers
.,
(F
n
.
4),

251 f.
18
）

R
eem

tsm
a
,
(F
n
.
11),

130 f.;
d
ers
.,
(F
n
.
16),

26 f.
V
g
l.
H
olz
,
(F
n
.
4),

134.

19
）

Jerou
sch
ek
,
(F
n
.
8),

191;
L
.
S
au
tn
er
,
O
p
ferin

teressen u
n
d S

tra
frech

tsth
eo
rien

,
2010,

291.

20
）

Jerou
sch
ek
,
(F
n
.
8),

193;
D
.
D
ollin

g
,
Z
u
r S

tellu
n
g d

es V
erletzten im

 
S
tra
fv
erfa

h
ren

,
in
:
Ju
n
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参
照
、
原
田
國

男
「
被
害
感
情
と
量
刑
」（『
田
宮
裕
博
士
追
悼
論
集
上
巻
』
二
〇
〇
一
年
・
四
八
一
頁
以
下
、
四
九
六
頁
）「
量
刑
に
お
い
て
は
、
個
々
の
被
害
感
情
の
強
さ

そ
の
も
の
を
重
視
す
べ
き
で
は
な
く
、
犯
罪
被
害
の
結
果
生
じ
た
被
害
者
側
の
客
観
的
な
被
害
状
況
な
い
し
影
響
を
量
刑
の
基
礎
と
し
て
取
り
入
れ
る
の
が

相
当
で
あ
る
。
被
害
者
に
被
告
人
の
受
け
る
べ
き
量
刑
に
つ
い
て
の
意
見
を
述
べ
さ
せ
る
こ
と
自
体
は
意
味
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
意
見
を
重
視
し
す
ぎ

る
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
激
し
い
被
害
感
情
を
持
っ
て
い
る
こ
と
自
体
で
は
な
く
、
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
平
素
の
生
活
に
ど
の
よ
う
な
身
体

的
、
精
神
的
、
経
済
的
あ
る
い
は
社
会
的
な
支
障
が
生
じ
て
い
る
か
を
問
題
と
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
で
、
被
害
状
況
の
客
観
化
を
図
る
ほ
う

が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
被
害
者
側
の
情
状
と
し
て
、
被
害
感
情
が
重
視
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
客
観
的
な
状
況
に
関
す
る
情
報
は
必
ず
し
も
多

く
は
な
か
っ
た
」。
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